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１ はじめに 
1.1 外国につながる子どもたち 
外国につながる子どもたちとは，外国で生まれて育ったニューカマー(1)，在日韓国・朝
鮮人や華僑などのオールドカマー，父母や祖父母が外国人の子どもたち，日本人の帰国子
女などを指す。 
日本語を母語としないニューカマーの子どもたちはさまざまである。まず，中国人であ
る。中国人で最初にやって来たのは，中国残留日本人孤児の子弟（孫世代が多い）であっ
た。彼らは日本の氏名を名乗ることが多く，目立たなかった。最近は家族連れで日本に働
きに来る中国人が増え(2)，その子弟が日本の小・中学校に入学して高校に進学するケース
も増えてきた。ニューカマーの２番目のタイプは，南米からやって来た日系人（ブラジル
人・ペルー人）である。工場地帯を抱えている地区には，家族を伴ったブラジル人やペル
ー人が多数住んでおり(3)，その子弟が地域の学校に通っている。日系人は日本の姓を名乗
り，カタカナの名前(4)を持っていることが多い。第三に日本人男性と外国人の女性の国際
結婚で生まれた子どもで，母の祖国で育った後に日本に来る子どもたちである。第四に母
親の再婚で日本に呼び寄せられた子どもたち(5)である。近年，国際結婚が増えているが，
その中には再婚のケースが含まれている。母国に残してきた子どもを日本人と再婚した母
親が夫の理解を得て呼び寄せるのである。 
ニューカマー以外で多いのは在日韓国・朝鮮人であるが，彼らは意外にも日本の学校で
は目立たない存在である。通称を使用しているケースも多いが，何世代も日本で生活して
おり，日本に溶け込んでいるようにも見える。近年は日本人との通婚も増え，日本国籍の
取得（帰化）も増えている。意外にも多いのが父母や祖父母が外国人の子どもたちである。 
国際結婚が増え，日本人の結婚の５％が国際結婚である，と指摘されて久しい。先に指摘
した国際再婚で呼び寄せられた子どもたちと違い，日本人の血を引いているため，日本国
籍を持つ者が多い。日本で生まれて育った者もいるが，外国生まれで外国育ちの者もいる。
外見は日本人に見えない者もいる。芸能界やスポーツで活躍する者もいる。また，近年は
外国に赴任するビジネスマンが増え，子どもたちを連れて行く家族も増えた。海外の日本
人学校はパンク寸前の所もある。日本人学校は義務教育の小・中学校までなので，高校進
学に合わせて帰国する家族や子どもだけ帰国させるケースもある。高校入試や大学入試で
は帰国子女枠が設定されているケースがある(6)。 
 
－ 109 －
  
 
1.2 子どもたちを支えるもの 
当初は，ニューカマーの高校生が卒業するのは本人の素質と家族の強い希望があるから，
と考えていた。だが今は違う。ニューカマーの高校生が卒業するのは，家族との結びつき
や友人・教員との結びつきが強く，大きな支援が得られたからではないか，と考える。社
会学では人との結びつきのことを社会関係資本という。外国から来て年数が経っておらず，
仕事が不安定なニューカマー家族は一般に経済的に恵まれていない。つまり経済資本に恵
まれていない。親たちは仕事に追われ，日本語の習得も遅れている。1990 年代から 2000
年代初頭に知り合った中国系ニューカマーの高校生たちは，中国残留日本人孤児の子弟だ
った。東北地方の農村部出身者が多く，親たちの学歴は高くなかった。また，家庭では日
本語ではなく母語で会話しており，文化資本に恵まれているとは言い難かった。それなの
に彼らは知っている限りほとんどが高校を卒業していった。彼らが在籍していた学校は退
学者が多い高校として有名だった。経済資本や文化資本の不足を何かが補ったのではない
か。子どもの教育達成を支援するものには他に社会関係資本があるので，社会関係資本が
彼らを支援したのではないか。彼らは公営団地に集住しており，親同士・子ども同士の結
びつきも強かった。 
人と人との結びつき（紐帯）が中国系ニューカマー高校生を支援しているのではないか。
中国系ニューカマーだけでなく，外国につながる高校生をも支援しているのではないか。
在日韓国・朝鮮人が集住している川崎市で外国につながる人々を支援する仕事に従事する
人から，熱心な「教師」と共に励まし合う「仲間」の存在は外国につながる子どもたちが
高校を卒業することを支援する，という話を聞いたことがある(7)。「卒業したい」気持ちが
強い高校生が周囲の支援を得られたら，卒業できる可能性が高まるのではないか。このよ
うに考え，社会関係資本についての理論を概観し，学力形成における支援に関する研究へ
の適用を試みる。 
 
２ 社会関係資本 
2.1 社会関係資本とは何か 
社会関係資本とは何か。中公新書『ソーシャル・キャピタル入門』を書いた稲場陽二は 
人々が他人に対して抱く「信頼」，それに「情けは人の為ならず」「お互い様」「持ちつ持た
れつ」といった言葉に代表される「互酬の規範」，人や組織の間の「ネットワーク（絆）」
ということになる，と言っている(8)。この社会関係資本によって，集団としての協調性や，
「ご近所の底力」といった，市場では評価しにくい価値が生みだされる，とも言っている。 
阪神・淡路大震災や東日本大震災の際，「ご近所の底力」が発揮されたのは記憶に新しい。
人々は大震災に遭遇して，「絆」の大切さを改めて認識したのである。 
また，ロバート・Ｄ・パットナムは『孤独なボウリング』の中で次のように述べている。 
 「社会関係資本が指し示しているのは個人間のつながり，すなわち社会的ネットワーク，
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およびそこから生じる互酬性と信頼性の規範である。この点において，社会関係資本は「市
民的美徳」と呼ばれてきたものと密接に関係している。違いは以下の点にある－市民的美
徳が最も強力な力を発揮するのは，互酬的な社会関係の密なネットワークに埋め込まれて
いるときであるという事実に，「社会関係資本」が注意を向けているということである。美
徳にあふれているが，孤立した人々の作る社会は，必ずしも社会関係資本において豊かで
ない。」(9) 
 パットナムは，孤立した人々の作る社会は，必ずしも社会関係資本において豊かではな
い，という指摘をしている。この指摘を読み，鈴木大介のルポルタージュ『最貧困女子』
(10)を思い出した。そこに出てくる女性たちは容姿に恵まれず，さまざまな病気や障害を持
ち，家族・地域・社会保障制度という三つの縁を失った「孤立した人々」だったからであ
る。鈴木大介は低収入ながら地元の仲間と強く結びつき，充実した生活する女性も紹介す
る。同じ低収入でも一方は貧困であり，もう一方は貧困でない。このことは一方は社会関
係資本が不足し，もう一方は社会関係資本が十分足りていることを示している。 
社会関係資本とは，人と人との「つながり」を指す用語であり，「絆」・「ネットワーク」
とも言える。大阪大学の志水宏吉は学力実態調査を実施した際，全体として学力の「２こ
ぶラクダ化」など憂慮すべき事態を多く見出した。何か打開の手がかりはないかと学校別
の集計・分析を続けていたときにがんばっている学校の存在を見出した(11)。 さらに次の
ように指摘する。 
 
特定の小・中学校の結果が大変よく，それらの学校は大阪府松原市という同じ自治
体に位置し，その小学校から中学校へと進学する共通の校区を有していた。「大変よい」
の意味は，何も平均点の高さが群を抜いている，ということではない。それらの学校
では，「２こぶラクダ」の出現が食い止められていた。換言するなら，低学力の子ども
たちの基礎学力の水準を下支えすることによって，学力格差の顕在化の抑止にかなり
の程度成功していたのであった。……それらの学校は，同和教育・人権教育の実践校
として関西ではつとに知られた学校であった。人権教育の実践が，基礎学力の保障に
ダイレクトに関与していることが予想されたのである。……何よりも私が感じたのは，
人と人とのつながりを大事にする両校の教育実践が，大量の社会関係資本を学校内そ
して学校の周囲に生じさせていることであった(12)。 
 
志水は学力の樹という概念で，葉は「知識・技能（Ａ学力）」，幹は「思考力・判断力（Ｂ
学力）」，根は「意欲・関心・態度（Ｃ学力）」を表す，とした。そして子どもの学力の樹が
育ちはじめるのがそれぞれの「家庭」であり，学力の樹にとって決定的に重要なのが，最
初にそれが根を張る「家庭」という土壌の性質である，と指摘した(13)。 また，文旦の苗
木を支える三本の竹になぞらえ「学力の樹を育てる三本の竹が，家庭と学校と地域である」
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とも指摘している(14)。家族関係が良好ならば，子どもは落ち着く。このことは広く知られ
ている。子どもが暗い表情を浮かべ沈んでいるときは家庭に何か問題がある，教師は経験
的にこのように考えることが多い。 
 志水は家庭環境をブルデューにならって「経済資本」「文化資本」「社会関係資本」とい
う３つのカテゴリーに分けて捉えている。いずれも子どもたちの学力にプラスの影響力を
与えている，と主張している。社会関係資本は，経済資本や文化資本と同様に，学力に対
して独立したプラスの影響力を与えている。言い換えるなら，たとえ家庭が経済的に豊か
でなくても，保護者の学歴が高くなくても，子どもを取り巻く家庭・学校・地域での人間
関係が豊かなものになっていれば，その子の学力はかなりの程度高いものとなる可能性が
強い，と述べている(15)。  
 私が調査を行っている学校はＡ県Ｂ市のＣ商業高校定時制（夜間）である。生徒は中学
校時代に不登校だった者が多く，学力が低い者が多い。入りやすい学校として知られてい
るが，面倒見のよい学校としても知られ，外国につながる生徒も多数入学している。そこ
に学ぶ外国につながる生徒達の家庭の多くは，経済的に恵まれず，親の学歴も高くない。
そのような子どもの学校適応(16)について分析する際，社会関係資本は大きな手がかりとな
るのではないか。それでは次に先行研究から社会関係資本の力について述べたものを紹介
して，検討してみる。 
 
2.2 社会関係資本の力 
2.2.1 小さな世界問題 
 スタンレー・ミルグラムは「小さな世界問題」(17)という論文で，遠くからやって来た人
と自分との間に共通の知人がいることがわかって驚いたというエピソードにふれている。 
そんなときに言う言葉は，「小さな世界だね（It’s a small world）」である。私も地元の国
際交流協会主催のパーティで知り合った中国人留学生（工学研究科の大学院生，女性）に
大学で再会したことがある。何度か会って話をしたところ，彼女は私の博士前期課程時代
の友人（中国人女性）の夫の後輩で私の友人を知っている，という。私は驚き，「世間は狭
い」と思った。日本とアメリカで表現が違うが，意味は同じなのは興味深い。ここにミル
グラムの論文を抜粋して検討してみよう。 
     
  もっとも簡潔に定式化すれば，小さな世界問題とは，「世界中の人間の中から２人を
取りだしたとき，その２人が互いに知り合いである確率はどれくらいか」という問い
になる。……したがって，次のような問いを立てることができる。「世界中の人間のな
かからＸさんとＺさんという２人を取りだしたとき，両者を媒介する知人を何人連結
すればこの２人がつながるか」という問いである。 
   ……第一の実験をカンザス実験，第二の実験をネブラスカ実験と呼んでいる。……
－ 112 －
  
 
結果は意外にすぐ出た。第一実験のカンザスで起点人物となった人々がフォルダを受
け取って４日後に，マサチューセッツ州ケンブリッジに住む目標人物の神学校の学生
の妻に聖公会派神学校の講師のひとりが，街路で目標人物に近づいてきた。彼は「ア
リス」と言って茶色いフォルダを差し出すと，「これ，きみ宛の郵便だよ」といった。
起点と目標になった人物の間を媒介した人物を媒介した連結の数は，すべてをあわせ
てたったの２
 ・ 
だ。ミルグラムたちが受け取った連鎖の中で最短の連鎖のひとつとなっ
た。その後に届いた追跡葉書やフォルダによれば，媒介者となった知人の数は２～10
とばらついており，中央値は５であった。移動した距離を考えると，ある意味５とい
う中央値は驚きである。……，44 本の連鎖が目標人物に到達したが 126 本の連鎖は
途中で止まってしまった。完成しなかった連鎖の中には完成した連鎖よりも長いもの
が含まれていた可能性がある(18)。 
 
「小さな世界問題」をまとめると，遠くにいる２人の人物は５人の人物を挟んで隔たっ
ているのではなく，五つの「知人圏（circles of acquaintances）」を挟んで，あるいは五つ
の「構造（structures）」を挟んで隔たっていると考えるべきである。「知人圏」や「構造」
の力を借りると遠くにいる２人は見事につながることがある。世捨て人となって完全に孤
立している場合を除き，少数の連結を経ればどんな人とも接触可能となる。まさに社会関
係資本の力の大きさをしめしている。 
ミルグラムはアメリカのイタリア系の人々に限定して実験を行ったならば，連鎖のなか
に親類が含まれる割合はもっと高くなっていただろう，と指摘した。私はこうも考えた。 
親族の紐帯が強いイタリア系で連鎖のなかに親類が含まれる割合は高いなら，親族概念が
大きい中国系に限定して実験を行ったならば，親類が含まれる割合がもっと高くなる，と。
私が知っている 60 代の中国人女性（福建省在住）は，貧しさから小学校に行っていない。
読み書きができず，中国の標準語である北京語が話せず，地方語しか話せない。だが，彼
女は親族のネットワークを使い，日本人と再婚した娘を訪問して孫にも会っている。その
仕組みは簡単である。日本から一時帰国した親族の女性（直接の血縁は無い）が日本に渡
航する際，成田空港まで連れて行ってもらう。成田空港には娘が迎えに来ているので，親
族の女性は娘にバトンタッチする。帰国はどうしたか。簡単である。別の親族の女性（こ
ちらも直接の血縁は無い）が中国に帰国する際，中国に連れて帰ってもらったのである。
中国では地縁・血縁が非常に強く，老人・子どもが遠出をするときに力を発揮する。この
女性が日本に来るビザを取る際も，広州の領事館に提出する申請書は娘の夫（日本人）が
作成している。中国系の血縁に結びつきは大きく強いのである。だからミルグラムの実験
を中国系に限定して行ったならば，親類が含まれる割合がもっと高くなると考えたのであ
る。 
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2.2.2 弱い紐帯の強さ 
 マーク・Ｓ・グラノヴェターには「弱い紐帯の強さ」(19)という論文がある。そのなかで
このような一節がある。 
 
……アメリカのブルーカラー労働者は，新しい仕事を見つける場合に，ほかの手段
ではなく，個人的な接触を通して見つけることがもっとも多いということに，労働経
済学者は気づいていた。近年の研究によると，これは専門職，技術者，管理職の人々
にも当てはまるという。この問題に関する私の研究では，転職のために必要な情報を
提供した接触相手と転職した人との間にある紐帯の特性にとくに注目した。 
ボストン郊外に居住し，最近転職した専門職，技術者，管理職の人々からランダム
に抽出したサンプルのうち，知人を通じて新しい仕事を見つけた人に，その知人とど
のくらいの頻度で会って
・ ・ ・
いた
・ ・
かを尋ねた。…… 
接触相手は，大学時代の古い友人，あるいはかつて同僚や雇い主だった人など，た
まに接触する程度の関係が維持され，現在の知人ネットワークの周辺部にいる人が多
かった。……人々がその存在すら忘れていた人物から重要な情報を受け取っていたこ
とは驚くべきことである(20)。 
 
 一般に新しい仕事を見つけることは難しい。身近に接する人とは同じような情報を共有
することが多く，新しい情報が得られない。だが知人ネットワークの周辺部にいる人は自
分の知らない新しい情報を持っており，新しい職に関する情報をもたらすのである。その
結果，知人ネットワークの周辺部にいる人たちから新しい仕事が紹介されるのであろう。
私が研究のフィールドにしているＣ商業定時制は単位制で授業ごとに生徒が入れ替わる。
しかも週２時間（２単位）の授業が多く，生徒間のつながりは緩く弱い。これは教師と生
徒との関係にも該当する。だが，人数の少ない夜間定時制高校は職員・生徒とも顔見知り
で，挨拶を交わす機会は多い。そのような集団内では弱い紐帯が多数存在する。 
2012 年度に在籍した中国人のある男子生徒（３年）は，2 年までに６単位を落として学
校に不適応気味だった。（そのままでは卒業単位に５単位不足）だが，アルバイト先の同僚
（大学の研究生で大学院入学を目指していた）がある教師の知人であることを知り，その
教師に心を開きはじめた。その教師から「アルバイトが単位になる制度(21)がある」ことを
聞き，非常に驚き関心を持った。この制度は校内では有名だったのだが，彼の耳には入ら
なかったらしい。そして制度を利用して３年後期に１単位，検定合格(22)で１単位の計２単
位を増加単位として修得した。履修した授業すべての単位（25 単位）も修得したので，３
年次は 27 単位を修得した。（卒業単位に３単位不足）そして４年目では，履修登録した科
目の授業には出席せず，アルバイトによる１単位，検定取得で２単位を修得して卒業した。
（修得単位の合計は卒業に必要な 74 単位）この生徒の場合，３年の後期に「アルバイト
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で単位が修得できる」という情報を得たのが，卒業に向けて意欲的になるきっかけであっ
た。まさに「弱い紐帯の強さ」を証明する事例である。彼には１科目不合格で卒業が１年
延びた中国人の友人（男子，アルバイト先も同じ）もおり，４年目は２人で励まし合って
検定合格に向けて努力する姿が見られた。彼らは登校する際はいつも一緒にいた。４年生
は数も少なく，挫折して退学する者も多い。４年生の中では彼らは修得単位が多く，卒業
に有利だった。だが，大人との「弱い紐帯」と友人との「強い紐帯」が彼らを支えた側面
は見逃せない。 
 
2.2.3 社会関係資本の不足と高校生の中途退学 
 ジェームズ・Ｓ・コールマンは「人的資本の形成における社会関係資本」(23)という論文
で，社会関係資本という概念を導入した。そして社会関係資本の諸形態を記述し，社会関
係資本が生起する社会構造的な条件を検討した。具体的には，社会関係資本の三つの形態，
すなわち恩義と期待，情報チャンネル，社会規範を検討し，社会関係資本の第１と第３の
形態を促進する社会構造の閉鎖性を論述した。その上に社会関係資本の不足によって，高
校１年生の中途退学にどのような影響が現れるのかを分析した。社会関係資本が高校１年
生の中途退学にどう影響するかは，「外国につながる高校生の学校適応」を研究する私にと
って重要な理論である。コールマンの論文のうち，家族内の社会関係資本と家族外の社会
関係資本の違いについて述べた部分を抜粋して検討してみる。まず，家族内の社会関係資
本について述べた部分を引用する。 
 
家族内の社会関係資本 
合衆国のある公立学校区では，家族が教科書を購入しなければならなかったが，ア
ジア系移民家族の多くが，子どもに必要な教科書をそれぞれ２部ずつ購入していたこ
とを知った学校側は不思議に思った。詳しく調査をしてみると，子どもが学校でうま
くやっていけるようにと母親自身が勉強するために２冊目を購入していたことがわか
った。これは，少なくとも教育年数という昔ながらの方法で測定した両親の社会関係
資本が低いのにもかかわらず，子どものために活用される家族内の社会関係資本がき
わめて高いという事例である(24)。 
 
 ここで取り上げられた，教科書を２部ずつ購入していたアジア系移民家族の子どもたち
の教育達成は，高いものと類推できる。両親の社会関係資本の低さを家族内の社会関係資
本が補っている。子どもたちの教育達成を論じるとき，家族内の社会関係資本（特に母と
子の社会関係資本）は極めて重要であると言えよう。次に家族外の社会関係資本について
述べた部分を引用する。 
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家族外の社会関係資本 
   ……「高校生活とその後」の調査データにおいて，公立学校は 893 校，カトリック
系は 84 校，その他の私立学校は 27 校である。その他の私立学校の多くは独立系であ
り，設立に宗教が絡んでいるものは少ない。この分析ではまず，家族外の社会関係資
本の効果を検証するために，その他の私立学校を独立系私立学校と考えることにする。 
これらの比較結果は，表 6-2 に示されている。項目１は，１年生から３年生にかけ
ての中退率が公立学校 14.4%，カトリック系学校 3.4%，その他の私立学校 11.9%であ
ることを示している。もっとも目立つのは，カトリック系学校の中退率の低さである。
その比率は公立学校の 4 分の 1，その他の私立学校の 3 分の 1 である。 
 ……カトリック系学校の中退率が低いことと，他の私立学校の中退率が低くないこ
と，そして宗教的儀式参加に独立効果があることは，いずれも学校外の社会関係資本
つまり学校を取り巻く親たちのコミュニティが，子どもたちの教育達成にとって重要
であるかを例証している(25)。 
 
  表 6-2 周囲のコミュニティにおける社会関係資本の違いと第 10 学年(高校１年) 
末から第 12 学年(高校３年)末の間に生徒が中退する率(26) 
                                         
公立  カトリック  その他の   
                                                                   私立学校   
 １．粗中退率………………………………………  14.4         3.4        11.9 
 ２．公立校１年生 aの平均値を基準に 
   標準化した中退率……………………………   14.4         5.2        11.6       
                                             非カトリック宗教系    独立系 
 ３．独立系と非カトリック宗教系 
   私立学校 bの粗中退率                      3.7                     10.0      
 a 標準化は，２群の学校に関して別々に行ったロジステック回帰分析に基づいている。 
 b この比較は重みづけされないデータに基づいている。二つの中退率のいずれもが，こ
の表中の項目１「その他の私立学校」の中退率（重みづけされたデータ）よりも低いのは
そのためである。 
 
 カトリック系などの宗教系学校では，学校を取り巻く親たちのコミュニティが子どもた
ちの教育達成にとって重要であることを例証している，という指摘は私にとって衝撃的だ
った。宗教系学校では宗教儀式に親も生徒も出席する機会が多く，子ども同士だけでなく
親同士も強い紐帯を持っている。学校を取り巻く親たちのコミュニティが子どもたちにと
って強力な社会関係資本になっている。 
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また宗教系学校ではないが，2-1 社会関係資本とは何か で取り上げた志水のいう「が
んばっている学校」（「効果のある学校」ともいう）の大阪府松原市の小学校・中学校を思
い出した。特に「人と人とのつながりを大事にする両校の教育実践が，大量の社会関係資
本を学校内そして学校の周囲に生じさせている」と抜き出した部分である。学校の周囲に
生じさせている大量の社会資本には親たちのコミュニティも入れてよいだろう。そして地
域の力を加えてもよいのではないか。学区を持つ日本の公立小学校・中学校は，内外に大
量の社会関係を生じさせる可能性があり，子どもたちの教育達成を支援する可能性も持つ，
と私は考える。最近は都市部で小学校から私立学校を志向する親が増えているが，志水の
『「つながり格差」が学力格差を生む』では，離婚が少なく，持ち家率の高い福井県や秋田
県の小・中学生の平均学力が高いことが指摘されている。福井県や秋田県の小・中学生は
地元の公立学校に通っているものがほとんどである。ここにも公立学校の可能性が示され
ている。 
 さらに，不登校や低学力の生徒やさまざまな障害（学習障害・身体障害・知的障害・発
達障害・性同一性障害など）を持つ生徒が多く集まる夜間定時制高校は，一部を除きほと
んどが公立である。中途退学が多く(27)社会の評価は低い。だが，入学時の時点で不登校や
低学力などで卒業できる可能性を持つ生徒が少ない状況下，「がんばっている」のである。
Ａ県教育庁の指導主事たちは毎年，県下の学校を訪問して授業を参観する。Ｃ商業定時制
でも授業を参観する。参観後のコメントに「他の定時制と違い，生徒は授業をよく聞き，
反応している」「入学時の学力から考えると落ち着いた授業が成立している」「教員と生徒
の人間関係が良好で，休み時間に生徒が教員に手を振っていた」というのがあった。Ｃ商
業全日制の教員も「Ｃ商業定時制はきちんと授業をしている」とよく言う。Ｃ商業定時制
は少人数授業で一人一人に目がよく行き届く。服装・頭髪は自由だが，「授業をきちんと受
ける」指導に力を入れ，小・中学校の基礎から学び直しもしている。学校内には社会関係
資本が多く存在し，生徒は「授業がわかる」ようになり，「授業に参加する」ようになるの
である。無論，長期欠席の生徒は多く，卒業の見込みが立たず退学する生徒は多い。だが，
先に述べたようにＣ商業定時制は「落ち着いた授業」が展開される「がんばっている学校」
なのである。校内に社会関係資本が満ちており，生徒の学力形成を支援している。兄や姉
が卒業すると，弟や妹が入学してくる事例は多い。「入学しやすい」だけでなく「面倒見の
良い」「信頼できる」学校でもある。 
 
2.2.4 社会関係資本としての構造的隙間とネットワーク閉鎖性 
 ロナルド・Ｓ・バートは「社会関係資本をもたらすのは構造的隙間かネットワーク閉鎖
性か」(28)という論文で，ネットワークの構造を論じた。バートの論文から構造的隙間とネ
ットワーク閉鎖性に関して記述した部分を抜粋してそれぞれ論じてみよう。 
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社会関係資本としての構造的隙間 
   ……集団間の結合がいくらか弱くなっている部分に，市場の社会構造における隙間
がある。こうした社会構造のなかの隙間－要するに構造的隙間は，その隙間の部分に
橋を架けるような関係をもっている個人に，競争上有利な状態をもたらす。二つの集
団間に構造像的隙間があるからと言って，それらの集団間の人々が互いの存在に気が
つかないわけではない。その人たちは自分たちの活動が忙しすぎて，他の集団に属す
る人々の活動にかまっている暇がないだけである。隙間は緩衝装置であり，電気回路
における絶縁体のようなものである。構造的隙間を挟んで対する双方の人々は，それ
ぞれ異なる流れのなかで情報を伝達したり，されたりしているのである。つまり，構
造的隙間とは，こうした人と人との間の情報の流れを仲介できる機会であり，隙間の
両側に位置する人々を結びつけようとするプロジェクトを制御できる機会である。 
   構造的隙間は，冗長でない（nonredundant）複数の情報源の間を分断する形で存
在しており，こうした複数の情報源は互いに重複していないので，それぞれ別の情報
をもたらす可能性が高い(29)。…… 
  
構造的隙間は，情報の流れを仲介できる機会である，という部分に注目したい。隙間の 
両側に位置する人々を結びつけるプロジェクトを制御できる機会である，とも言っている。
しかも，構造的隙間は複数の情報源は互いに重複していないので，それぞれ別の情報をも
たらす可能性が高い，と指摘している。これは 2.2.2 弱い紐帯の強さで述べた考え方と同
じである。構造的隙間は新しい情報をもたらすものと考えてもよい。この考え方は企業が
利益を追求するときだけでなく，子どもたちの教育達成を論じるときにも使える理論であ
る。 
 
社会関係資本としてのネットワーク閉鎖性 
   ……第２に，コールマンはこちらの方が重要な利点であると言うのだが，ネットワ
ーク閉鎖性によって，制裁（sanctions）を加えることが容易になり，それがネットワ
ーク内の人々が互いを信頼してしまってもそこに生じるリスクが小さくなる。無尽
講・頼母子講というものが信頼関係をうまく利用していることを論じながら，コール
マンは次のように言う。「しかし，集団のメンバーの間に高度な信頼が存在しなければ， 
このような制度は存在しえない。というのは，毎月の会合の早い回に支出金を受け取
った人が密かに逃亡して他の人に損害を与えることもできるからである。例えば，高
度な社会解体に特徴づけられた大都市，言い換えれば社会関係資本が欠如する大都市
においては，このような講の存在は考えにくい(30)。」 
 
 ネットワーク閉鎖性はダイヤモンド卸売市場やそれに似たコミュニティでは力を発揮し、 
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行動を監視したり，誘導したりするような制裁をもたらす。そして何より取引を安全に円
滑に進める。ネットワーク閉鎖性は社会関係資本のひとつの顔であろう。 
 では，構造的隙間とネットワーク閉鎖性のどちらが子どもたちの教育支援に力を発揮す
るのだろうか。答えは簡単ではない。どちらも教育支援に力を発揮する。家族内の強い社
会関係資本はネットワーク閉鎖性を象徴するものであろう。それは初等・中等教育におい
て力を発揮する。コールマンの高校生の中退率の研究はネットワーク閉鎖性の力の大きさ
を示している。だが，私は構造的隙間が新しい別な情報をもたらすことを高く評価したい。 
集団間にある構造的隙間は，それをつなぐ人物によって役に立つ新しい情報をもたらす。
高い教育達成を成し遂げるには，構造的隙間をつなぐ必要がある。閉鎖性の高い，信頼性
の高いネットワークの中の子どもたちに構造的隙間をつなぎ新しい情報を伝えることで学
力を大きく伸ばせる可能性がある，と思う。 
大阪大学の志水は兵庫県の公立中学校から中部地方の全寮制の私立高校に進学した。１
年の終わりにある教師から難関大学進学を目指す錬成コースに進まないか，と勧められて
従った(31)。大好きなサッカー部を退部したが，学習に励んだ結果，創立以来二人目の東京
大学合格者となった。兵庫県出身の志水は関西の大学に進み，中学校か高校の教師になろ
うと考えていた。志水は教師のアドバイスで大きく成長したのである。学校の教師は構造
的隙間をつなぐ役割を担うことがある，と私は考える。自分でも気づかなかった適性を指
摘され，進路が変わった人物は多い。教師が生徒を場面に応じて褒めることや生徒へ的確
なアドバイスすることは教育達成に有効である，と私は考える。志水宏吉の学力の樹の根
に当たる「意欲・関心・態度（Ｃ学力）」を伸ばすには，教師の「褒め言葉」や「アドバイ
ス」は必要である。それはまさに「水」に当たるものではないだろうか。社会関係資本が
豊かな子どもたちは大勢の大人から見守られ，「水」を多く受け取ることができる。 
 
３ 考察 
 志水は子どもたちの学力実態調査の分析から「がんばっている学校」を見つけ，学校内 
外の豊かな社会関係資本が学力の下支えを行ない学力の「２こぶラクダ化」の出現を食い 
止めている，と指摘した。志水は離婚率が低く持ち家率が高く不登校率が低い秋田県や福 
井県の子どもたちの学力が高い，とも指摘している。離婚率が高く持ち家率が低く不登校 
率が高い大阪府は学力が低い，とも指摘している(32)。子どもたちの学力を論じるとき，志 
水の指摘は見逃せない。 
 スタンレー・ミルグラムは「小さな世界問題」で，遠くにいる２人の人物は，５人の知 
人を経由すればつながる，と指摘した。ある人物にメッセージを伝えたいとき，直接つな 
がっていなくとも知人の力を借りればつながる可能性が出てくることを示している。学校 
の教員は不在の児童・生徒にメッセージを伝えたいとき，何人かの児童・生徒に「Ａに会 
ったらこう伝えてくれ」と依頼することがある。少し時間がかかるがたいていその児童・ 
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生徒にメッセージは伝わることを経験的に知っているのだ。完全に孤立している人間は少 
ないので，多くの人物を介せば遠くの人物につながる。東日本大震災は千年に一度の災害 
であった。東北各地から多くのものが海に流出したが，アメリカまで漂着したものもあっ 
た。拾った人物が漂着物に書いてあった漢字表記の地名・名前から日本人の知人に届け，
何人もの人物を介して持ち主に返されたことがあった。このことを知ったとき，「小さな世
界問題」を知らなかったが，遠くにいる人がつながることが記憶に残った。「小さな世界問
題」は社会関係資本の大きな力を示している。 
 マーク・Ｓ・グラノヴェターは「弱い紐帯の強さ」で知人ネットワークの周辺部にいる
人物が新しい職を仲介してくれることが多いことを指摘した。一緒にいることが多い人物
の持つ情報には新しい情報が無く，たまに会う人物は別の新しい情報を持っているからで
ある。新しい職を求める人だけでなく，児童・生徒にとっても「弱い紐帯の強さ」は当て
はまる。自分が知らない，または見落としている新しい情報は会えば挨拶を交わす人物か
ら得られることが多い。学校には強弱さまざまな紐帯があることが望ましい。 
ジェームズ・Ｓ・コールマンは「人的資本の形成における社会関係資本」でカトリック
系などの宗教系学校では，学校を取り巻く親たちのコミュニティが子どもたちの教育達成
にとって重要であることを示した。社会関係資本が不足すると高校生の退学率が高まる，
という指摘は，「外国につながる高校生の学校適応」という研究に取り組む私にとって重要
な示唆である。低学力で経済的にも恵まれず親の学歴も低い外国につながる子どもたちは，
高校に進学しても退学する可能性が高い。そのような状況にあって高校を卒業する子ども
たちもいる。彼らと退学する子どもたちの違いは何か。性格や意欲の違いもあろうが，社
会関係資本が充足しているか不足しているか，という視点で分析する必要がある。低学力
の子どもたちが集まる高校の入試では面接を重視して意欲の有無を点数化することがある。 
学力検査の点数だけでは学業を続けられるかを判断できないことを経験的に知っているの
である。意欲も重要だが，高校生活を継続するに当たっては生徒の人間関係を豊かに育て
ることも重要である，と私は考える。これからの研究では社会関係資本の視点で分析を進
めたい。 
 これまでの研究でとりあげた６人の中国系ニューカマーを取り上げて社会関係資本の視
点から分析し直したい。６人（男女３人ずつ）の中国系ニューカマーは 2010 年にＣ商業
定時制に入学した。男子１人（成人で入学した朝鮮族）と女子３人は 2013 年３月に卒業
し，男子２人は１年遅れて 2014 年３月に卒業した。 
６人の出身地は東北地方３人（女子２人はハルビン市出身，男子１人は朝鮮族で朝鮮族
自治州出身），１人が古都の西安市の出身（男子），２人（男女１人ずつ）が福建省出身で
入学前に顔を知っていたものは２人である。 
 ６人のうち４人（男女２人ずつ）は中国の中学校から地元の公立中学校に編入して卒業
し，Ｃ商業定時制に入学した。残りの２人（成人男子１人・女子１人）は中国の中学校を
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卒業してから来日してＣ商業定時制に入学した。６人のうち２人は入学前からの顔見知り
であるものの，入学を契機に付き合うようになった，と考えてよい。 
３年生の後期から私は彼らの調査を始めたが，同じ授業を選択して中国語で教え合うな
ど，男女を超えて仲の良い仲間だった。男子３人はアルバイト先も同じ中国料理店だった。
女子は性格もバラバラだったが（１人は１年の頃，ヤンチャで学校を続けることが難しい，
と言われていた），２人は同じ短大に進学したし，１人は少し遅れたが都内の英語教育で有
名な短大に入学した。３人ともＣ商業定時制のなかでは教育達成が高かった。成人男子の
１人は在学中に全商（全国商業高等学校協会）の簿記実務検定１級に合格した。ただし，
１年遅れの４年で卒業した男子２人は意欲が乏しい，と言われていた。その６人は３年生
では強い紐帯で結びついていた。そのきっかけは何だったのか。 
１年生の頃，中国系ニューカマーの生徒は全部で 11 人いた。（男子５人，女子６人）こ
の 11 人は，日本語の取り出し授業（学校設定科目の「日中文化研究（３単位）」の中国人
クラス，他に日本人が中国語を学ぶクラスあり）を受けていた。この取り出し授業で紐帯
ができたようだ。１年生で女子２人が退学し，2011 年３月に起こった東日本大震災で男子
２人・女子１人が中国に帰国して行方不明となる。その後，日本に残った６人の紐帯が強
まった，と考えられる。 
もし，この強い紐帯が無かったら，４年で卒業した男子２人は退学したのではないか。
４年生に残ったのが１人だけだったら，卒業できなかったのではないか。私はそのように
考えられる。 
人の集まりの最低人数は２人である。３年生になった時点で，男子１人は卒業が１年は
延期になることが確定していた。残りの５人は全員卒業できそうだった。だが，男子１人
は１科目だけ修得できずに卒業が延びた。この男子は卒業を諦めることなく，最初から４
年生になることが決まっていた男子１人と励まし合って，不足単位を検定取得で習得する
ことにした。４年生になった男子２人は定期的に一緒に登校して，担任と連絡を取ってい
た。そして検定に合格して 2014 年３月に卒業したのである。２人とも卒業式にスーツ姿
で出席して嬉しそうだった。３年に進級した時点で卒業に５単位不足していた男子（仮に
Ａ君とする）と３年の最後に１科目未修得で卒業が延びた男子（仮にＢ君とする）はお互
いに支え合って最後の一年間を乗り切った。ここにＡ君の社会関係資本を図にしてみる。 
Ａ君を支えた社会関係資本 
Ｇさん（職場の同僚，大学の研究生，姉のような存在） 
  ⇅ 
Ｂ君･Ｄさん･Ｅさん･Ｆさん ⇌ Ａ君 ⇌ Ｃ君（年上の同級生，兄のような存在） 
（いずれも中国人の同級生）      ⇅ 
私（大学院生，Ｇさんとも交流あり） 
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Ａ君は一人っ子だったが，兄や姉のような存在がいるのは注目できる。彼には弟のよう
な存在もいた。休憩時間に中国の親族と話しているとき，彼は私が近くにいることに気づ
き，私に「中国の弟と話している」と説明した。彼は「一人っ子」だから「中国の弟」は
年下の親族の男子と類推できる。Ａ君は両親とも仲がよく豊かな社会関係資本を持ってい
た。１・２年生で６単位が未修得となったＡ君の学校適応を豊かな社会関係資本が支援し
た，と考えられる。 
Ｂ君は３年生の最後に１科目未修得となり，４年生になった。Ａ君といつも登校してい
たことからわかるようにＢ君も社会関係資本が学校適応を支援している。言い換えると社
会関係資本は子どもたちの学力形成を支援するものと言ってよい。特に学力のなかの「意
欲・関心・態度（Ｃ学力）」を育成するもの，と私は考える。 
ところで東日本大震災の後に帰国して行方不明になった３人の生徒はどうなったのだろ
うか。３人の行方は見当がつかなかったが，１人（男子）は所在が明らかになり，退学手
続きを取った。所在が明らかになった経緯は次のようなものである。４年生になった男子
２人のうち１人に担任が「行方不明の３人に連絡がつかないか」と聞いたところ，携帯電
話の電話帳に残っていた３人に電話したところ，１人（男子）につながったのである。彼
は日本に戻っていた。退学になっていると思い込んでいたその１人は，電話を受けて驚き
早速退学手続きを行なったのである。他の２人は連絡がつかず，単位が１単位も取れてい
ないことと行方不明のことから４年目の終わりに退学処分が為された。行方不明３人のう
ち１人に連絡がついただけでも社会関係資本の力が十分に示されている。 
 2010 年に学年定員 80 人（３クラス展開）のＣ商業定時制に入学した中国系ニューカマ
ー生徒は 11 人で最終的に卒業した者は６人だった。分母は少ないものの「入学者の半分
が卒業する」と言われている定時制高校で半分強が卒業したのは評価できる。この学年に
は成人のＣ君がいて男子をまとめたし，女子は精神的に強かった。東日本大震災で仲間が
３人帰国して行方不明になり，危機感を覚えた中国系ニューカマー生徒は性別・出身地・
民族を超え結束した。彼らの下の学年とその下の学年は定員が 40 人増え（定員 120 人の
４クラス展開），逆に全体の卒業率と中国系ニューカマーの卒業率はともに低下した。規模
が大きくなり，以前なら合格できなかった者が入学したことや人間関係が希薄になった（社
会関係資本が不足した）ことが考えられる。学年規模や１クラスの人数は社会関係資本の
構築に関係している，と考えられる。 
 
４ 結論 
 社会関係資本概念が，学力形成に困難を抱えているとされる高校生たちに対する支援の
現状と可能性をとらえる上で有用であることが明らかになった。今後は，この点をさらに
発展させることで，外国につながる高校生たちの学校適応について，さらに考察を深めて
いきたい。 
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注 
            
(1)  1980 年代急増した新来外国人のこと。日本語を母語としない人たち，とも言う。 
(2)     例えば中国料理店で働く中国人調理師は労働ビザが発給され，その子どもたちは家族 
ビザが下りる。インド料理店で働くネパール人・インド人調理師たちも同様である。 
(3)   静岡県浜松市や群馬県大泉町が有名である。 
(4)   例えば佐藤アレサンドロ（男子の名前）という氏名である。 
(5)   母親はフィリピン人やタイ人が多かったが，近年は中国人が増えている。 
(6)   博士前期課程では，中国系ニューカマー高校生を研究し，修士論文「中国系ニューカ
マー高校生の学校適応 生徒集団に関連して」を執筆した。その調査過程で，高校には
フィリピン系の生徒（日本国籍の者も多い）が多いことに気づいた。後期課程に進学す
る際，研究テーマを「外国につながる高校生の学校適応」に拡げ，フィリピン系の高校
生の調査を本格的に開始すると同時に，研究理論の学習も始めた。この論文は博士論文
の準備段階として研究理論を確立するために書いたものである。 
(7)   インタビュー，2012 年のフィールドノートより 
(8)  稲場陽二(2011)『ソーシャル・キャピタル入門 孤立から絆へ』中公新書ｐ１ 
(9)    パットナム著・柴内康文訳(2006) 
『孤独なボウリング 米国コミュニティの崩壊と再生』平凡社 p14 
(10)   鈴木大介(2014)『最貧困女子』幻冬舎新書 
(11)  志水宏吉(2014)『「つながり格差」が学力格差を生む』亜紀書房 p148 
(12)   志水宏吉(2014)『「つながり格差」が学力格差を生む』亜紀書房 p149 
(13)   志水宏吉(2014)『「つながり格差」が学力格差を生む』亜紀書房 p88 
(14)   志水宏吉(2005)『学力を育てる』岩波新書 p49 
(15)   志水宏吉(2014)『「つながり格差」が学力格差を生む』亜紀書房 pp.127-131 
(16)   好成績をあげることや進級・卒業することを指す。定時制では退学する者が多いので，
単位を修得して進級・卒業することを指す。中学校時代に不登校を経験した者も多く，
きちんと出席して生き生きとした表情をしているのも好適応と見てよいだろう。 
(17)   野沢慎司編・監訳 
スタンレー・ミルグラム,「第３章 小さな世界問題」 『リーディングス ネットワ
ーク論 家族・コミュニティ・社会関係資本』勁草書房 pp.97-121 
（野沢慎司・大岡栄美訳） 
（原文は Milgram,Stanley.(1967)“The Small-World Problem.”Psychology Today,
Ⅰ:61-67） 
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(18)   野沢慎司編・監訳 
『リーディングス ネットワーク論 家族・コミュニティ・社会関係資本』勁草書房
pp.98-109 
 
(19マーク・Ｓ・グラノヴェター「第４章 弱い紐帯の強さ」『リーディングス ネットワー
ク論 家族・コミュニティ・社会関係資本』勁草書房 pp.123-158 
（原文は Granovetter,Mark S.(1973)“The Strengs of Weak Ties.”＝大岡栄美訳
American Journal of  Sociology,78:1360-1380＝野沢慎司編・監訳） 
(20)  野沢慎司編・監訳 
『リーディングス ネットワーク論 家族・コミュニティ・社会関係資本』勁草書房
pp.137-138 
(21)  商業科目の「総合実践」では１日３時間以上，週４日以上働いている場合，半年ごと
に１単位，合計２単位までの増加単位を認定する「実務代替」という制度がある。半年
ごとになっているのは，Ｃ商業定時制が前期・後期の２学期制（大学でいうセメスター
制度）のため。ただし，科目のほとんどは年度末に評価を出し，単位を認定する。   
(22)全国商業高等学校協会（全商）の検定なら，３級で１単位の増加単位が認められる。 
日本商工会議所（日商）の簿記２級なら，３単位の増加単位が認められる。 
(23)   野沢慎司編・監訳 
『リーディングス ネットワーク論 家族・コミュニティ・社会関係資本』勁草書房
pp.205-241 第 6 章 人的資本の形成における社会関係資本 ジェームズ・Ｓ・コール
マン（金光淳訳）（原文は James S. Coleman.(1988)“Social Capital in the Creation of 
Human Capital.”American Journal of Sociology,94:S95-S120） 
(24)   野沢慎司編・監訳 
『リーディングス ネットワーク論 家族・コミュニティ・社会関係資本』勁草書房 p224 
(25) 野沢慎司編・監訳 
『リーディングス ネットワーク論 家族・コミュニティ・社会関係資本』勁草書房 
p.229-230 
(26)  野沢慎司編・監訳 
『リーディングス ネットワーク論 家族・コミュニティ・社会関係資本』勁草書房 
p229 
(27)Ｃ商業定時制では卒業できるのは入学者の半分（５割）と長いこと言われてきた。すな
わち５割は中退する。 
(28)   野沢慎司編・監訳 
『リーディングス ネットワーク論 家族・コミュニティ・社会関係資本』勁草書房
pp.243-281 第 7 章 社会関係資本をもたらすのは構造的隙間かネットワーク閉鎖性か 
－ 124 －
  
 
ロナルド・Ｓ・バート（金光淳訳）（原文は Burt,Ronald S.(2001)“Structual Holes versus 
Network Closure as Social Capital.”in Nan Lin ,Karen Cook ,& Ronald Burt 
(Eds.).Social Capital:Theory and Reserch(pp.31-56).Aldine de Gruyter） 
(29)    野沢慎司編・監訳 
『リーディングス ネットワーク論 家族・コミュニティ・社会関係資本』勁草書房
pp.247-248 
(30)   野沢慎司編・監訳 
『リーディングス ネットワーク論 家族・コミュニティ・社会関係資本』勁草書房 p252 
((31)  志水宏吉(2014)『「つながり格差」が学力格差を生む』亜紀書房 pp.105-106 
(32)  志水宏吉(2014)『「つながり格差」が学力格差を生む』亜紀書房 pp.11-16 
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